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③現地調査
うぐいす坂で登校時の様子を調査し、②で行ったシミュレーショ
ンが現実世界を反映しているか調べた。
時間帯：  7:30〜8:10   (11月)
場所：  歩行者が普段横断する箇所(坂下から約40 m地点)
方法：  うぐいす坂にカメラを設置して坂の交通状況を撮影　　　  
し、坂を登る自動車、歩行者、自動車の数を集計

＜調査結果＞

 

※この結果は11月時点で得たものであるが、実際には冬季に自転車で通学する人が
いないため、今回集計した自転車、歩行者の数の和528人を冬季に坂を登る歩行者
の数として考えた

・歩行者の横断のために自動車が減速した回数は2回あった
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・②の結果によると坂下の距離40 mの自動車予想衝突は　　
77.8%であることからシミュレーションによれば
　28回減速すると考えられた
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自動車(台) 自転車(台) 歩行者(人)

36 195 333
528

①背景・目的

　
秋田高校の全生徒が毎日通らなければならない坂

【特徴１】校舎までに必ず車道を横断する

【特徴２】曲折がある

   運転手から前方の歩行者の動きが見づらい

【特徴３】傾斜が急

　

　

＜目的＞

冬季に歩行者が車道を横断するのに最適かつ安全な
地点またはタイミングを探す

　　　危険が多い（特に冬！！）

路面凍結時
▶勾配9%以上
　再発進不可¹⁾

うぐいす坂

⑤今後の展望
【自動車の減速要素の追加】
　・自動車が前方に歩行者を確認した時に減速
　　⇨混雑のおきやすさが変わるのでは？
【横断するタイミングについての検討】
　・歩行者が優先的に横断するのか？
　・自動車を優先するのか？
　　⇨横断箇所が必ずしも勾配9%未満の必要はない？
【シミュレーションの正確性の検証】
　・実際に冬季のうぐいす坂で交通調査を行い、
　　シミュレーション結果と対応するか検証

④考察
現在の横断箇所は歩行者にとって安全性が高い
　しかし…自動車は再発進不可になる可能性大
傾斜が小さく、直線になり始める地点（ 150m地点）
⇨歩行者と自動車の安全性を両立（？）
☆今回はシミュレーション結果と現実のズレが大きかった

＜今回のシミュレーションの問題点＞
・自動車と歩行者が互いの存在を認識していない
　➔自動車が歩行者のセルの存在を認識して減速するよう
       にする
・長い時間の平均の交通量だけを考えて、時間帯による
　交通量の違いを考慮していない
　➔1分程度の短い時間で区切って、最も交通量が多く混雑 
       しやすい時刻のみでシミュレーションを行う

以上の条件が現実と異なっていたため、シミュレーション結果が
現実と乖離していたと考えられた

②交通整理シミュレーション(最適な横断箇所)
セル・オートマトン法を用い､ExcelVBAでマクロを作成
＜方法＞
・Google Earthで、
　うぐいす坂を 0.70 mの空間格子で再現
　（歩幅0.70 m ²⁾より）
・歩行者は横断時を除いて道路の路肩に
　沿って4.5 km/h ※1で登る
・車は3×7のセルで表し、坂中央部を
　27 km/h ※1で登る
※1 登校時の様子を撮影した動画から求めた

・自動車の制動停止距離は40 m 5)

【特定の箇所で横断する(歩行者優先)】
　歩行者が前方にいる時、車両は停止する
　
[横断箇所]
・坂下から40 m地点（現在の横断箇所）
・150 m地点
・240 m地点
・330 m地点
    ※いずれも勾配9%未満かつ直線部

⇨スムーズに横断できる箇所を検証

＜結果＞

坂下からの

距離(m)
歩行者の

衝突率(%)
自動車の

衝突率(%)
40 9.02 77.8

150 9.39 73.3
240 9.85 71.1
330 9.77 78.9

Excelで表した
うぐいす坂

(歩行者が横断できる最終ポイント)

※歩行者の衝突率[%]＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　×100
全歩行者数

自動車と衝突した歩行者数

※自動車の衝突率[%]＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　×100
全自動車数

歩行者と衝突した自動車数
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